
 

子どもに関する人権上の問題と解決に必要な取組 
 
問７ 子どもに関する人権上の問題について，現在，特に問題となっているのはどのようなこと

だと思いますか。（○はいくつでも） 
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保護者による子どもへの暴力や育児の放棄などの児童虐待

もの意見を聞かず自分の意見を子どもに強制すること

「子どもだから」という理由で，子どものﾌﾟﾗｲﾊﾞｼｰを尊重しないこと

子どもによる暴力や仲間はずれ，無視などのいじめ

      教師による言葉の暴力や体罰

不審者によるつきまといなど，子どもの安全をおびやかす行為

児童買春，児童ポルノ

暴力や性など，子どもにとって有害な情報のはんらん

その他

特に問題なし

わからない

不明・無回答

  
 
 

大人が子ど 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

「保護者による子どもへの暴力や育児の放棄などの児童虐待」（74.0％）が最も高く７割

を超えている。次いで，「子どもによる暴力や仲間はずれ，無視などのいじめ」（57.2％），

「暴力や性など，子どもにとって有害な情報のはんらん」（53.9％）も５割を超えている。 
 
 



 

 

 

 
 性別・年齢別                                                   （％） 
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全体 M=1225 74.0 35.5 22.2 57.2 26.1 42.0 42.4 53.9 3.9 0.4 2.3

男性 M=532 70.5 34.4 20.9 51.3 23.5 35.9 40.0 48.3 4.5 0.8 2.1

女性 M=677 77.7 36.8 23.5 62.0 28.5 47.0 44.8 58.6 3.5 0.1 2.2

20歳代 M=135 76.3 39.3 23.7 57.8 27.4 43.0 35.6 34.1 5.2 － 0.7

30歳代  M=189 81.0 33.9 23.8 59.3 27.0 53.4 43.4 50.8 5.3 － －

40歳代  M=178 80.9 30.3 20.2 57.3 28.7 50.0 46.6 56.2 3.9 － 0.6

50歳代  M=238 74.8 34.5 21.4 63.9 29.8 34.0 46.2 58.4 3.8 0.4 0.4

60歳代  M=238 73.1 39.5 21.0 56.7 21.4 38.2 41.6 62.6 3.8 1.3 5.0

70歳以上 M=234 63.7 36.3 23.9 48.7 24.4 38.0 40.2 53.0 2.6 0.4 5.1

 

性別でみると，男女とも「保護者による子どもへの暴力や育児の放棄などの児童虐待」が

最も高く７割を超えている。また，「子どもによる暴力や仲間はずれ，無視などのいじめ」，

「不審者によるつきまといなど，子どもの安全をおびやかす行為」，「暴力や性など，子ども

にとって有害な情報のはんらん」については，女性の方が10ポイント以上高くなっている。 

 

年齢別でみると，すべての年齢層で「保護者による子どもへの暴力や育児の放棄などの児

童虐待」が最も高く，30歳代，40歳代では８割を超えている。 

 

 



 

 
 
 
問８ 子どもの人権が守られるために，特に必要なことはどのようなことだと思いますか。 
（○はいくつでも） 
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子どもが健やかに育つ，愛情豊かな家庭づくり

子どもにとって何が最も良いことなのかを常に考えること

子どもの思いが大切にされるなど子どもの個性や自主性の尊重

自分を大切にし，他人を思いやる心を持った子どもの育成

学校におけるいじめ防止の取組の強化

教師に対する研修の充実

家庭，学校，地域の連携など，社会全体での子どもの育成

どもが被害者となる児童虐待などの犯罪の取締りや罰則の強化

子ども自身が安心して話ができる相談体制づくりの充実

その他

特に必要なことはなし

わからない

不明・無回答
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「子どもが健やかに育つ，愛情豊かな家庭づくり」（72.3％）が最も高く７割を超え，「自

分を大切にし，他人を思いやる心を持った子どもの育成」（71.1％）がほぼ同率で続いてい

る。また，「家庭，学校，地域の連携など，社会全体での子どもの育成」（57.2％），「子ども

が被害者となる児童虐待などの犯罪の取締りや罰則の強化」（51.7％）が５割を超えている。 
 



 

 
 

 
 性別・年齢別                                                    （％） 
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全体 N=1225 72.3 36.4 38.9 71.1 40.1 36.9 57.2 51.7 32.8 3.3 0.2 1.3

男性 N=532 70.9 30.1 35.3 64.3 37.2 33.3 52.8 48.7 25.9 4.1 0.2 0.9

女性 N=677 74.2 41.5 41.9 77.1 42.7 40.5 61.4 54.7 38.4 2.7 0.3 1.5

20歳代 N=135 57.8 38.5 43.0 65.9 32.6 34.8 57.0 45.9 26.7 4.4 － 0.7

30歳代 N=189 69.8 32.8 36.5 65.1 44.4 40.2 61.4 58.2 33.9 5.3 － 0.5

40歳代 N=178 69.7 39.9 37.6 69.7 36.5 41.6 59.0 51.7 29.2 4.5 － －

50歳代 N=238 73.1 36.1 35.3 73.1 38.7 39.5 61.3 54.6 34.9 2.1 0.4 －

60歳代 N=238 79.0 33.6 43.7 75.2 39.5 39.5 58.0 50.4 33.6 2.9 － 2.9

70歳以上 N=234 78.2 38.5 38.5 74.8 46.2 28.2 49.1 49.1 35.5 1.7 0.9 3.0

 

性別でみると，男性では「子どもが健やかに育つ，愛情豊かな家庭づくり」が，女性では

「自分を大切にし，他人を思いやる心を持った子どもの育成」が最も高く７割を超えている。 

また，「子どもにとって何が最も良いことなのかを常に考えること」，「自分を大切にし，

他人を思いやる心を持った子どもの育成」，「子ども自身が安心して話ができる相談体制づく

りの充実」については，女性の方が10ポイント以上高くなっている。 

 

年齢別でみると，30歳以上では「子どもが健やかに育つ，愛情豊かな家庭づくり」が最

も高く，「自分を大切にし，他人を思いやる心を持った子どもの育成」もほぼ同率となって

いる。  

 


